
◆委員長コメントの要旨 

 

第２回調査委員会は、洪水の検証と破堤のメカニズムの検討が主要な課題であった。洪

水の検証については、７．１３新潟豪雨で五十嵐川と刈谷田川で発生した洪水流量につい

て議論した。 

  

五十嵐川は、流域の平均雨量を基に、ダムがなく、降雨がそのまま洪水となって発生し

た流量は、破堤地点で概ね毎秒２,５００～２,６００立方メートルであったと推定される。

笠堀ダム、大谷ダムの洪水調節と川を下ってくる間の低減等を考慮すると、破堤地点で概

ね毎秒１,９００～２,０００立方メートルの流出であったと推定される。それに対し、破

堤地点の満杯で流し得る流量が概ね毎秒１,７００立方メートルであったということが委

員会として了解された。証言や計算の結果から、破堤地点において川の水位は堤防を超え

ていたということが委員会で了解された。 

 破堤のメカニズムについては、五十嵐川は最終的には越流が起きて、堤防の裏側ののり

面（堤防の住宅側ののり面）の侵食が原因として考えられる。裏側ののり面に植生があま

りなかったことにより、堤防が非常に弱くなっていたと推測された。その他、堤防の表側

ののり面の侵食やすべり破壊に対しての安全性、基礎地盤の浸透についても検討したが、

破堤に至るほどの重要な原因ではないというのが第２回委員会での結論である。 

  

刈谷田川は、流域の平均雨量を基に、ダムがなく、降雨がそのまま洪水となって発生し

た流量は、概ね毎秒１,９００立方メートルであったと推定される。刈谷田川ダムの洪水調

節と川を下ってくる間の低減等を考慮すると、破堤地点で概ね毎秒１,７００立方メートル

の流出であったと推定される。それに対し、破堤地点の満杯で流し得る流量が概ね毎秒１,

６００立方メートルと推定される。証言や計算の結果から、破堤地点において川の水位は

堤防を越えていたということが委員会で了解された。 

 破堤のメカニズムについては、堤防を越流したので、堤防の裏側ののり面の侵食が破堤

原因であると考えられるが、過去の事例では、非常に大きな堤防が今回のように短時間で

破堤した例が非常に少ないので追加検討したいという意見が出た。その際、堤防に坂路（道

路）が取りつくような場所が弱点になるという解析結果があり、今回も破堤地点に東屋が

あったので、事例収集等により分析を進める。 



  

第３回調査委員会では、以上の他、最近非常に強い雨が降っており計画を超えることが

起こり得うるため、超過洪水対策の観点も加えて、堤防整備のあり方がどうあるべきかと

いう検討を行って最終結論を出す。 


